















































的に制定された」 ものであり,「株 を所有 し








上,技 術の発展 と伝承,職 人の互助体制など,
優れた工芸品を生み出すための社会体制であっ




































































































































































著書 「懐中の風景』か ら引用 されたものであ
る。率直な八木がよく表れている箇所である
が,同時に作家が実際にどのようなことを考
えて創作 しようとしたかを探 ろうとする著者
の姿勢がよく窺えるところでもある。
もちろん 「八木論」ではないから限界があ
るし,逆に走泥社のグループとしての動向,
他の作家の創作内容や姿勢にっいての記述が
相対的に制限される結果となっている。 また
オブジェ制作の成立状況を中心に走泥社が団
体として形を整える1950年代後半までの記述
で終わってお りち戦後の陶芸全体の動向を捉
えたものにはなっていない。 これはあくまで
主要テーマが近代陶芸であったからであろう
し,また戦後の現代陶芸史は別に書かれるも
のとして,そのための橋渡 しとして充分であっ
たからであろう。
なお本書には付章として,近代ガラス工芸
略史 と言える章が最後に配されているが,こ
れについては書評の資格がないので注釈は控
えたいが,ガ ラス工芸にっいては全 くの初心
者である私には,歴史的概要を把握するのに
適切なテキス トである。
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